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ISMIP10 -International Symposium on Mixing in Industrial Processes-
にて当社撹拌翼スイングスター® について発表

　去る2021年11月29日から12月２日にかけて国際学会 ISMIP10が神戸ポートアイランドの神戸大学先端融合
研究環統合研究拠点コンベンションホールにて開催されました。ISMIPは産業プロセスの撹拌研究に関して
３年に１度開催される国際学会です。第10回の今回は1999年の第３回以来の日本開催でしたが，新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響で1年延期となり，オンサイトとウェブ上でのオフサイトのハブリッド開催となり
ました。参加者はウェブ参加も含め100名を超え，４日間に渡って活発な議論が展開されました。当社から
は “Mechanical structure and mixing characteristics of SWINGSTIR® reactor” と題して当社撹拌翼スイングスター
について，その特長と構造，また動力特性や混合特性について紹介しました。
  

○スイングスターの特長と構造
　スイングスターは非回転の旋回撹拌方式と回転摺動部の無いフレキシブルシールを採用することで，軸封
部からの摺動屑等のコンタミネーションを無くした当社独自の撹拌機です。またフレキシブルシールは従来
のメカニカルシール等と比べてシンプルな形状で洗浄性にも優れクロスコンタミの防止にも有効です。

○スイングスターの動力特性，混合特性
　スイングスターの撹拌動力は従来の翼回転撹拌と同様の動力式により算出が可能ですが，翼回転撹拌では
翼径を動力算出に用いるのに対し，スイングスターの旋回撹拌では翼径に加え旋回径が重要なパラメータと
なります。特に層流域においては各旋回径で動力数をまとめることで，より高い精度で動力推算が可能な結
果が得られています。
　また混合特性についてはテスト機による混合実験や PIV（Particle Image Velocimetry，粒子画像流速測定法）
を用いた流速測定，CFD（Computational Fluid Dynamics，数値流体力学）解析により，翼径と旋回径に最適
なバランスがあることを示しました。
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○スイングスターの今後
　スイングスターは独自の旋回撹拌方式によりコンタミネーション抑制と撹拌との両立が問題となる医薬分
野等で採用され，培養分野でも高い効率で培養が可能な結果が得られています。今後もスイングスターを含
め，お客様のプロセス開発・改善に役立つ技術開発を進めていきます。
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